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〈,去学ときБ・ 組:笹雪学 音Б〉対象 :全授業科目 (一部前期開講科目を除く。)

※回答率は、全学生の回答率の平均。
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2
0
0
3
年
12
月
か
ら
2
0
0

４
年
１
月
に
全
学
部
生
ａ
息
子
生
・

体
学
者

・
歯
学
部
３
～
６
年
生
を

除
く
）
１
５
８
８
名
憲
対
象
に

一

斉
に
実
施
し
た

「
２
０
０
３
生
皮

れ
て
い
る
も
の
で
、
学
生
の
声
を

開
く
こ
と
に
よ
り
現
在
の
授
業
方

法
を
改
善
し
、
よ
り
教
育
効
果
の

高
い
授
業
を
学
生
に
提
供
し
よ
う

と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、
２
０

０
３
年
度
に
受
講
し
た
授
業
科
目

（
一
部
の
選
択
科
目
を
除
く
）
に

つ
い
て
、
授
業
の
わ
か
り
や
す
さ
、

理
解
度
、
教
員
の
授
業
に
対
す
る

姿
勢
、
満
星
度
な
ど
１
授
業
科
目

あ
た
り
・４
項
目
か
ら
１６
項
目
の
質

問
に
答
え
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
結
果
は
、
７．

．
５
％
と

比
較
的
高
い
回
収
率
が
得
ら
れ
、

設 間 項 目 回  答  率 (%)

「わかりやすさ」
Q:授業はわかりやすいです

')｀

①Yes
②No
③祟回答

(81、 4ο/ο )

(184ο/ο )
(02ο/ο )

「理解度」
Q:授業の内容1よ理解できますか

①良く理解できる
②少し理解できる
③ほとんど理解できなしヽ
④無回答

(401ο/ο )

(50,1つ/ο )

(95ο/ο )
(02%)

「興昧度」
Q:授業に興llttlよ持てますか

①強く興味をもてる
②少し興味をもてる
③ほとんど興味をもてない
④無回答

(387%)
(51.6ο/ο )

(101ο/ο )

(16ο/ο )

「満足度」
Q:授業を受講してよかつたと
思しヽますか

①非常に良かつた
②良かつた
③そうは思わない
④無回答

lο/ο )

4ο/ο )

2ο/っ )

3ο/ο )

(34

(53

(9
(3

学
生
の

「よ
り
良
い
授
業
を
受
講

し
た
い
。」
と
い
≧ヽ
息
識
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

分
析
は
そ
れ
ぞ
れ
の
設
間
に
つ

い
て
行
う
が
、
＞」
＞」
で
は
、
１６
項

目
の
設
問
の
う
ち
、
４
つ
の
設
間

を
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
「わ
か
り
や

す
さ
」
「理
蟹
座

屈
余

屋

「満

足
度
」
に
つ
い
て
別
表
の
通
り
報

告
す
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
昨
年
度

と
比
較
す
る
と
、
授
業
改
善
の
取

り
組
み
に
対
し
、　
一
定
の
評
価
を

得
る
と
い
う
結
果
が
出
お
り
、
学

生
の
評
価
が
あ
が
っ
て
き
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
爾
屋

そ
の
も

の
に
対
す
る
評
価
が
悪
化
傾
向
に

あ
る
た
め
、
各
教
員
が
学
生
の
望

む
授
業

・
興
味
の
持
て
る
授
業
を

い
か
に
提
供
し
、
実
践
し
て
い
く

か
に
期
待
が
か
か
っ
て
お
り
、
「わ

か
り
や
す
さ
」
「理
解
度
」
「興
味

止歴

「満
足
度
」
の
向
上
へ
向
け
て
、

大
学
全
体
あ
る
い
は
各
学
部
等
で

授
業
血
谷
の
改
韮
星
寸
、
魅
力
あ
る

大
学
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
な
る
。

２
０
０
４
空
度
に
お
い
て
も
、

同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

〈歯 学 部 〉対象 :人間科学系科目

※ は、全学生の回答率の平均であり、小数点第1位を四捨五

入しているため、合計が100%にならない箇所があります。

回 答 率 (ο/9)設 間 項 目

①Yes
②No
③無回答

(65。/ο )

(32ο/ο )

(3ο/ο )

「わかりやすさ」
Q:授業 |よわかりやすい
ですか

「理解度」
Q:授業の内容は理解で
きますか

①良く理解できる   (28ο/ο )
②少し理解できる   (51ο/ο )
③ほとんど理解できない (17つ/ο )
④無回答       (30/ο )

「興昧度」
艘 :授業に興昧は持てま
すか

①強く興昧をもてる  (23%)
②少し興昧をもてる  (54%)
③ほとんど興l末をもてない (19ο/ο )
④無回答       (3ο /ο )

「満足度」
Q:授業を受講してよか
つたと思いますか

(19ο/っ )

(599/ο )

(19°/ο )

(3。/ο )

①非常に良かつた
②良かつた
③そうは思わない
④無回答

おもな内容

朝日大へLcぜ s go!・……2

熱戦☆接戦 中国大会 ・…3

日本王座は譲らない !… 4

ボランティアで日中友好?・・・5

二
〇
〇
三
年
度
「

決
算
が
発
表
さ
れ
・

た
。
⌒６
面
参
照
）
〕

消
費
収
支
は
、
将
来
．

の
こ
と
を
見
据
え
．

て
の
基
本
金
組
入
．

れ
が
な
さ
れ
て
い
．

一
纂
ル
願
巌
醜
鯉
翻
隧
歳
と っ
詐
か
一

・
る
だ
ろ
う
。
で
は
学
生
諸
君
の
総
い

・
決
算
は
ど
う
だ

っ
た
ろ
う
か
。
歯
・

・
学
部
は
第
９７
回
国
家
試
験
で
新
「

・
卒
者
の
合
格
率
は
７８

・
５
％
で
私
・

い
立
歯
科
大
学

の
ち
ょ
う
ど
真
ん
・

・
中
だ

っ
た
。
私
大
の
ト
ッ
プ
グ
ル
い

・
―
プ
に
常
に
居
続
け
た
い
も
の
・

・
で
あ
る
。
芸
糸
で
は
、
資
格
取
得
．

い
で
法
学
部
の
加
藤
さ
ん
が
主
婦
．

．
と
二
足
の
草
軽
な
が
ら
全
国
最
「

．
冬
長
で
法
学
校
一こ

一級
に
含
覧

．

．
ま
た
、
経
営
学
部
の
小
池
君
は
ビ
．

一
咸
謗
解
辮
勃
尊
暁
こ
翻
腑
動
数
一

い
を
受
け
た
。
同
君
は
そ
の
後

一
級
・

・
に
も
合
格
し
て
い
る
。
体
育
会
で
・

い
は
、
女
子
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
が
創
部
い

・
２
年
で
イ
ン
カ
レ
を
制
し
た
。
ま
・

・
た
、
今
年
三
月
経
営
学
部
を
卒
業
・

・
し
、
出
羽
の
海
部
屋
に
入
門
し
た
・

・
相
撲
部
の
福
本
君
は
、
五
月
場
所
・

・
序
ノ
ロ
で
７
勝
全
勝
、
惜
し
く
も
・

・
優
勝
決
定
戦
で
敗
れ
初
優
勝
こ
．

ぃ
そ
逸
し
た
が
、
序
二
段
昇
進
が
確
．

．窯
祝
さ
れ
て
い
る
。
一この
号
が
出
．

一携旋膨加協，こ古軽靭効”輔靭一

・
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
う
し
い

・
て
み
る
と
全
体
的
に
は
良
い
決
・

・
算
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
一一戸

・
い
忘
れ
た
。
福
本
君
の
四
股
名
は
い

・
朝
日
盛
と
で
つ
。
自
身
の
出
世
と
・

・
母
校
の
隆
盛
を
祈
願
し
て
つ
け
い

い
た
と
で
つ
。
朝
日
盛
題
張
れ
！
　
・

はなみずき
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ヽ

2005年度
朝
日
大
学
２
０
０
５
年
度
学
生

募
集
要
項
が
決
定
さ
れ
た
。

法
学
部
。経
営
学
部

◇

一
般
推
薦
入
試

軍
集
人
口昌

法
３５
名
、
経
営
５。

名
、
情
報
管
理
２５
名
、
ビ
ジ
ネ
ス

企
西
３５
名

※
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試
を
含
む

訳

験

日
］
旦
月
１４
日
①

試
験
科
旦

面
接
班
律
み、
面

接
訳
験
〈〓盪

査
〒

名
舌
屋

◇
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試

本
学
専
瓶
で
、
本
学
が
指
定
す

る
競
技
種
日
で
、
全
国
規
模
又
は

都
連
唇
県
レ
ベ
ル
の
大
会
で
活
躍

し
、
優
れ
た
成
績
を
修
め
、
入
学

後
当
該
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
継
続
す

る
意
志
の
あ
る

一指
定
競
技
種
目
〕
硬
式
野
球
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
相
撲
、
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
、
剣
道
、
ホ
ッ
ケ
ー

（男
子
）
、

硬
式
庭
球
、
自
転
車
競
技
、
卓
球

（女
子
）、
柔
道

（女
子
）

冒
ぞ
千
合
屋

法
３５
名
、
経
営
５。

名
、
情
報
管
理
２５
名
、
ビ
ジ
ネ
ス

企
画
３５
名

※

一
般
推
薦
入
試
を
含
む

一試

験

日
〕
前
期
Ｈ
月
２
日
∩

後
期
３
月
３
日
い

一試
験
科
目
一
面
接
、
書
類
蒸

一試
験
会
場
一
本
学

○
支
援
　
指
定
競
技
種
日
に
お
い

て
優
れ
た
成
績
を
修
め
た
者
に
対

し
、
学
費
？
つ
ち
授
業
料
及
び
施

設
維
持
費

（９５
万
円
）
を
４
年
間

免
除
、
又
は
授
業
料
の
一
部

（４５

万
円
又
は
２５
万
円
）
を
４
年
間
免

除
。
但
し
、
２
年
次
以
降
は
前
年

度
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
実
績
等
を
審

査
の
う
え
継
続
。

本
学
入
学
後
に
ア
パ
ー
ト
等
に

入
居
す
る
学
生
に
対
し
、
月
額
１

万
円
を
上
限
に
、
４
年
間
住
居
費

補
助
。

◇

一
般
入
試
（Ｉ
期
。Ⅱ
期
・Ⅲ
期
）

買
臭
人
口昌

Ｉ
期
　
法
４。
名
、経
営
６５
名
、情
報

管
理
３。
名
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
４。
名

Ⅱ
期
　
法
１０
名
、経
営
１０
名
、情
報

管
理
１０
名
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
１０
名

Ⅲ
期
　
法
１０
名
、経
営
１０
名
、情
報

管
理
１０
名
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
１０
名

試

験

旦

Ｉ
期
Ａ
日
程
　
１
月
３．
日
⑪

Ｉ
期
Ｂ
日
程
　
２
月
１
日
∩

Ⅱ
　
　
　
期
　
２
月
２４
日
∩

Ⅱ
　
　
　
期
　
３
月
３
日
∩

「試
験
科
目
〕
「国
語
Ｉ
・コ

（古

文

・
漢
文
除
く
と

「
日
本
史
Ｂ
」

「世
界
史
Ｂ
」
「数
学
Ｉ
・教
学
Ａ

の
う
ち
数
と
式
〓
英
語
Ｉ
・Ⅱ
」
以

上
か
ら
Ｉ
期
Ａ
日
程
は
３
科
日
、

Ｉ
期
Ｂ
日
程
、
Ⅱ
期
、
Ⅲ
期
は
２

科
目
選
択

試

験
▲
玄
盪

太
事

二
筆

四屋

○
支
援
　
入
学
試
験
成
績
で
総
点

の
８。
％
以
上
取
得
し
た
者
は
、
学

費
？
つ
ち
授
業
料
及
び
施
設
維
持

費

（９５
万
円
）
を
４
年
間
免
除
。

但
し
、
２
年
次
以
降
は
前
年
度
の

学
業
成
績
等
を
審
査
？
？
え
継
続
。

◇
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

入
試

（Ｉ
期

。
Ⅱ
期

・
Ⅲ
期
）

軍
集
人
口里

Ｉ
期
　
法
４
名
、経
営
４
名
、情
報

管
理
４
名
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
４
名

Ⅱ
期
　
法
３
名
、経
営
３
名
、情
報

管
理
３
名
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
３
名

Ⅲ
期
　
法
３
名
、経
営
３
名
、情
報

管
理
３
名
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
３
名

”試

験

日
］
本
学
独
自
の
個
別

試
験
は
課
さ
な
い

一試
験
科
目
］
本
学
が
利
用
す
る

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
教

科

・
科
目
？
つ
ち
受
験
し
た
高
得

点
の
２
教
科
２
科
目
を
利
用
し
選

抜
す
る

○
支
援
　
セ
ン
タ
ー
試
験
成
績

（高
得
点
の
２
教
科
２
科
目
）
で

総
点
の
６５
％
以
上
取
得
し
た
者
は
、

学
費
？
つ
ち
授
業
料
及
び
施
設
維

持
費

（９５
万
円
）
を
４
年
間
免
除
＾

但
し
、
２
年
次
以
降
は
前
年
度
の

学
業
成
績
等
を
審
査
の
上
継
続
。

◇
特
別
選
抜
入
試

本
学
勢
日
の
制
度
で
、
人展
何取

得
、
社
会

・
業
化
活
動
、
そ
の
他

様
々
な
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
佃

性
と
能
力
を
発
揮
す
る
者
を
募
り
、

社
会
的
に
布
為
な
人
材
の
育
成
を

日
的
と
す
る
。

軍
集
人
口昌

法
５
名
、
経
営
５

名
、
情
報
管
理
５
名
、
ビ
ジ
ネ
ス

企
画
５
名

試

験
科
目
一
書
類
審
査
、
面
接

試
験
〈Ｆ盪

李
歯
学
部

◇

一
般
推
薦
入
試

寮
集
人
口昌

３。
名

一試

験

日
］
Ｈ
月
１３
日
０

”試
験
科
目
中
小
論
文
、
面
接

［試
験
会
場
］
本
学

◇

一
般
入
試

一募
集
人
口昌

６８
名

［試

験

日
一
２
月
１
日
∩

一試
験
科
目
中
小
論
文
、
「英
語

Ｉ

・
Ⅱ
」
（必
須
）、「数
学
Ｉ
・コ

・

数
学
Ａ
？
つ
ち
数
と
式
七
物
理
Ｉ

Ｂ
」
「化
学
Ｉ
Ｂ
」
「生
物
Ｉ
Ｂ
」

以
上
か
ら
１
科
目
選
択
、
面
接

一試
験
会
場
］
本
学

朝日大学を楽しもう r

◇

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ヤ
ン
パ

ス
、
体
験
入
学
及
び
体
験
授
業
フ

ェ
ア
の
実
施
日
程
が
盗
一左
さ
れ
ま

し
た
。
お
知
り
合
い
の
方
の
子
弟

に
受
験
生
が
い
ら
つ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
是
非
と
も
ご
紹
介
く
だ
さ
い

○
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
〇

対

　

象

法
学
部

・
経
営
学
部
希
望
者

開
催
日
時

第
１
回
　
７
月
３。
日
⑥
ｌＯ
時
～・５
時

第
２
回
　
８
月
２。
日
⑥
ｌＯ
時
～・５
時

第
３
回
　
９
月
Ｈ
日
ω
ｌＯ
時
～・５
時

特
別
講
演

第
１
回
　
大
塚
憲

一

（旺
文
社
教

育
情
報
セ
ン
タ
ー
長
ヽ
大
学
入
試

に
向
け
て
の
心ヽ
樺

乙

第
２
回
　
ナ
オ
ト
、
内
藤
聡

（Ｆ

Ｍ
　
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
ー
ヽ
こ
う
し
て
僕
ら
は
夢
を
見

つ
け
ま
し
た
」

第
３
回
　
舞
の
海

（大
相
撲
解
説

者
）
「決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
」

内
　
　
容

２
０
０
５
年
度
入
試
概
要
の
説

明
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
、
ゼ
ミ

徐
験
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
、
特
別

講
演
、
個
別
相
談
ほ
か

○
体
験
入
学
○

対

　

象

歯
学
部
希
望
者

開
催
日
時

８
月
１９
日
∩
Ю
時
～
１５
時

内
　
　
容

２
０
０
５
一生
度
入
試
概
要
の
説

明
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
、
ミ
ニ

体
験
講
義
、
棋
擬
実
習
、
在
学
生

の
体
験
談
、
個
別
相
談
ほ
か

○
体
験
授
業
フ
ェ
ア
○

対

　

象

法
学
部

・
経
営
学
部

上
凶
学
部

希
望
者

開
催
日
時

第
１
回
　
７
月
２４
日
ω
ｌＯ
時
～

・３
時
５。
分

第
２
回
　
９
月
２５
日
⑬
ｌＯ
時
～

お
時
５。
分

内

　

容

法
学
科
、
経
営
学
科
、
情
報
管

理
学
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科
、

歯
学
科
の
模
擬
授
業

舞の海氏来学
9月 11日 (土 )

問合せ先

朝日大学 入試課
〒501-0298
岐阜県瑞穂市穂積1851

フリーダイヤル 0120-058327
TEL 058-329-1088
FAX 058-329-1089
E‐ mail nyuusi@alice.asah卜 u.ac.ip

※当日は、」R穂積駅から無料ス
クールバスを運行しますのでこ

利用ください。
※参加を希望される方は、入試課
まで電話・FAX・ E‐mail叉 は八
ガキにてご連絡ください。
※参方ll者全員にオリジナルグッズ
をプレゼントします。
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こ
の
大
会
も
今
年
で
７
回
目
と

な
る
。
中
国
各
地
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
て
来
た
精
鋭
１０
人
に
よ
る
コ

ン
テ
ス
ト
は
９
時
２。
分
に
開
始
さ

れ
た
。
１
人
持
ち
時
間
は
５
分
、

そ
の
後
北
京
外
大
の
日
本
人
教
貝

に
よ
る
質
問
時
間
が
あ
り
、
原
稿

を
九
暗
記
す
る
だ
け
で
は
絶
対
に

北
京
外
国
語
大
学
、
本
学
及
び
明
海
大
学
主
催
に
よ
る
中

国
の
高
校
生
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
５

月
２８
日
、
北
京
外
大
で
行
わ
れ
、
長
春
外
周
語
学
校
の
張
碩

（ち
ょ
う

。
せ
き
）
さ
ん
が
見
事
栄
冠
を
獲
得
し
た
。

上
位

に
は
残
れ
な

い
。
今
年

の

テ
ー
マ
は

「情
報
化
社
会
と
私
」
、

そ
れ
ぞ
れ
が
本
当
に
上
手
に
日
本

五
明
τ
話
す
。
顔
つ
き
も
同
じ
東
洋

人
で
日
本
人
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
か
ら
、
日
本
の
高
校
生
の
弁
論

大
会
と
錯
覚
し
そ
う
に
な
る
。
さ

す
が
に
全
員
が
中
学
、
高
校
と

一

経鞣

見事グランプリを獲得し、日本への招待状を受け取る張碩さん

■
コ
ロ

貫
し
て
日
本
語
を
学
ん
で
来
た
だ

け
の
こ
と
は
あ
る
。
結
果
は
末
尾

記
載
の
と
お
り
だ
が
、
正
直
な
と

こ
ろ
１
位
か
ら
５
位
ま
で
は
差
は

,て
本
学
附
属
病
院
で
は
、
歯
の
衛

生
週
間
の
期
間

（６
月
４
日
～
１０

日
）、
１
階
ロ
ビ
ー
に
特
設
ブ
ー
ス

を
設
け
来
院
者
に
歯
の
か
み
合
わ

せ
の
チ
ェ
ッ
ク
や
、
口
臭
、
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
生
正
出
に
関
す
る
無
料
相

談
を
行

っ
た
。

参
加
し
た
息
者
さ
ん
は
、
か
み

合
わ
せ
の
チ
ェ
ッ
ク
後
、
バ
ラ
ン

ス
や
か
む
力
の
説
明
と
か
み
方
の

指
導
を
受
け
た
。
歯
ブ
ラ
ン
、
ミ

ラ
ー
、

マ
ス
コ
ッ

ト
や
風
船
な
ど
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
、
造

ぞ

咎

え

た
子
ど
も
さ
ん
が

マ
ス
コ
ッ
ト
を
手

に
し
て

つヽ
れ
し
そ

う
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
診
療
室

前
の
廊
下
に
は
、

旧
穂
積
町
内

の
３

な
い
。
審
査
員
の
印
象
度
の
違
い

だ
け
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
レ
ベ

ル
の
高
い
コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
っ
た
（

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者
は
北
京
外
大

に
推
薦
入
学
で
入
れ
る
と
い
う
。

そ
し
て
同
大
の
日
本
語
学
部
卒
業

生
の
就
職
率
は
１
０
０
％
だ
と
い

う
。
目
的
意
識
が
違

孔ゝ

と
も
あ

れ
素
晴
ら
し
い
大
会
で
あ

っ
た
。

つ
の
小
学
校

（穂
積
小
、
本
田
小
、

生
津
小
）
の
４
年
生
児
童
に
よ
る

ポ
ス
タ
ー
展
が
同
時
開
催
さ
れ
て

お
り
、
大
き
な
口
を
開
け
た
ポ
ス

タ
ー
な
ど
楽
し
い
作
品
が
多
く
展

一不
さ
れ
て
い
た
。

余
ス
タ
ー
展
入
賞
慧

最
優
秀
賞

（穂
積
）

（生
津
）

（本
田
）

馬
渕
　
裕
貴
（本
田
）

石
原
　
楓
世
（
同

）

佳
　
　
作
　
桐
山
絵
里
加
（生
津
）

後
藤
紗
也
加
（本
田
）

福
田
　
紗
耶
（穂
積
）

優

秀

賞
輩
風
守
■
農

歯みがきが楽しくなりそうな児童のポスター

回
□
□

硬 式 野 球
2004年 度東海地区大学野球春季リーグ戦
(岐隼県リーグ)

3/27～ 5/O

ベストナイン 手〉ぐ盾報管1里 二年)
子〉 (経営 4年 )
千〉(法 4年 )

パ レー ボ ー ル
第96回県大学男女パレーボール春季大会

卓 球 (女 子 )
平成16年度束海学生卓球新人大会

女子シンクルス

]部 リー グ

柔 道 (女 子 )

第 19回 都道府県対抗全日本女子柔遵大会 l支阜県予選会

52kg級
優 勝

70k日級

県体重別柔遵選手 1在大会兼国体選手選考会

52kg以下イ及

自 転 車 競 技
第 24回西日本学生選手イご自転車競技大会

狛km団体,自抜競走
(チーム ノ(― シュー ト)

中島  和夫 (経選 ]年 )
若槻  彰隆 (情報管理 1年 )
魁田 智仁 (法 1年 )

凄 毎 Rナ

第
１
位
　
張
碩
　
長
春
外
国
語
学

校第
２
位
　
南
　
光
浩
　
沈
阻
市
朝

館
族
第

一
中
学

第
３
位
　
叶
　
卿
云
　
上
海
外
国

語
大
学
附
属
外
国
語
学
校

第
４
位
　
蒲
　
蔚
疎
　
上
海
市
甘

泉
外
国
語
中
学
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部 ミヾ
座
澄
卸
鉢

⌒
学
珪
ウ
ブ ェ
ル
↓
ル
フ
電

一

月
６
日
０
中
央
大
学
フ
エ
ン
シ
ン
．

グ
道
場
に
て
開
催
さ
れ
、
本
学
体

育
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
完
全
優
勝
、
２
連
覇

を
成
し
遂
げ
た
。

同
大
会
は
、
先
に
行
わ
れ
た
関

東
リ
ー
グ
戦
、
関
西
リ
ー
グ
戦
の

上
位
２
校
、
４
チ
ー
ム
が
出
場
し

た
。
本
学
は
関
西
リ
ー
グ
を
全
勝

優
勝
し
て
王
座
盗
一左
戦
に
臨
ん
だ
。

出
場
メ
ン
バ
ー
は
中
山
セ
イ
ラ

（情
報
管
理
３
年
）、
後
藤
裕
希

（同
）、
荻
野
え
り
か

（同
）、
中

山
成
代

（経
営
３
年
）、
竹
内
愛
子

（経
営
２
年
）。
本
学
の
他
、
中
京

大
学
、
墓
曇
全
次
昔
大
学
、
日

本
体
育
大
学
が
出
場
し
た
。

創
部
ま
も
な
い
頃
か
ら

「朝
日

大
学
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
」
は
国
内

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
で
技
を
競
っ
て
き
た
。
創
部
時

の
学
生
も
３
年
生
と
な
り
、
一俣
と

し
た
表
情
か
ら
も
最
上
位
で
戦
う

フ
ェ
ン
サ
ー
の
貫
禄
が
う
か
が
え

る
。今

回
？
堡
↑
に
峡
早
県
知
事
、

Ｌ
早
県
体
育
協
会
か
ら
お
祝
い
の

電
報
が
属
く
な
ど
、
学
内
だ
け
で

な
く
岐
阜
県
を
あ
げ
て
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
部
の
活
躍
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。

たくさんの賞状が彼女たちの強さの証

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
第
２
弾

今
年
度
で
３
回
目
を
迎
え
る

「朝
日
大
学
ラ
グ
ビ
ー
基
金

が
、

５
月
１６
日
０
ラ
グ
ビ
ー
祭
特
設
会

ち
の
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
会
場
で
は
父
母
会

場

（本
学
総

合
グ
ラ
ウ
ン

ド
ラ
グ
ビ
ー

場
）
に
て
開

催
さ
れ
た
。

県
内
外
の

一局
校
生
及
び

大
学
生
の
ラ

ガ
ー
マ
ン
を

招
待

し
、
対

抗
戦
を
実
施
。

当
日
は
、
悪

天
候
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

雨
に
ぬ
か
る

む
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
選
手
た

目
指
す
は
日
本

一
Ｈ
男
子
１
部
昇
格
決
定

第
５４
回
関
西
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

リ
ー
グ
戦
に
お
い
て
全
種
目

（フ

ル
ー
レ
、
サ
ー
ブ
ル
、
エ
ペ
）
を

制
し
、
２
部
総
合
優
勝
の
男
子

チ
ー
ム
は
、
６
月
１９
日
①
の
１
都

入
替
戦
に
お
い
て
、
全
種
日
完
全

勝
利
を
お
さ
め
た
。
こ
れ
に
よ
り

１
部
昇
格
が
決
定
！
女
子
と
と
も

に
全
国
制
覇
を
目
指
し
ま
す
。

第
５４
回
関
西
学
生
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

リ
ー
グ
戦

新
入
戦

（フ
ル
ー
レ
）

男
子
　
優
勝
　
伊
藤
祐
樹

（情
報
管
理
１
年
）

３
位
　
丹
羽
将
之

（同
）

女
子
　
優
勝
　
丹
下
知
香

（同
）

２
位
　
田
中
亜
弥

（同
）

３
位
　
池
田
　
商

（ビ
ジ
ネ
ス
企
画
１
年
）

泥まみれになりながらも一歩も譲らない

に
よ
る
昼
食
サ
ー
ビ
ス
、
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
、
本
学
歯
学
部
に
よ
る

マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
。

総
勢
４
０
０
名
が
参
加
し
た
ラ

グ
ビ
ー
祭
、
岐
阜
地
区
に
お
け
る

ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
や
苺警
軽
狂
阿
上

を
目
指
す
目
的
を
十
分
呆
た
し
、

本
学
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
も
つ
な

が
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
つ
た
。

含
△口結
患

八
幡
工
高

３３
‐
５

西
陵
商
業
高

関
商
工
高

７
１
２２
上
宮
太
孟
局

朝

日

大

２４
１
・Ｏ

舞

娑

院
大

決
勝
進
出
東
海
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

東
海
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
が

５
月
２３
日
①
名
古
屋
市
中
村
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
男
子
２
５
６
注蓼
芋

（３２

本
写
）、
女
子
１
７
６
選
手

（２７
大

学
）
が
出
場
し
、
全
日
本
学
生

・

女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
の
出

場
権
獲
得
を
目
指
し
た
。

同
大
会
に
お
い
て
、
本
学
体
育

会
剣
道
部
高
本
和
哉
選
手

（経
営

３
年
）
が
準
優
勝
に
痺
い
た
。
決

勝
で
は
、
中
都
大
学
の
林
選
手
と

竹
刀
を
交
え
、
両
者
と
も
に
初
優

勝
を
賭
け
た

一
戦
と
な
り
、
激
し

い
攻
防
が
５
分
続
き
延
長
戦
へ
突

入
す
る
激
戦
で
あ
っ
た
。
担
手
の

メ
ン
が
決
ま
り
勝
敗
が
決
し
た
が
、

両
者
の
気
迫
は
素
晴
ら
し
く
、
見

応
え
の
あ
る

一
戦
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
６
月
６
日
０
に
開
催
さ

れ
た
新
人
戦
に
お
い
て
、
男
子
個

人
で
杉
田
大
祐
選
手

（法
１
年
）

が
３
位
、
女
子
個
人
で
は
中
林
里

美
選
手

（同
）
が
優
勝
、
岡
と
も

え
選
手

（同
）
が
準
優
勝
、
ベ
ス

ト
８
に
堀
井
栄
宏
選
手

（同
）、
近

藤
量
仁
選
手

（同
）、
加
藤
太
選
手

（ビ
ジ
ネ
ス
企
画
１
年
）、
泊
早
苗

選
手

⌒情
報
管
理
１
年
）、
執
行
沙

知
選
手

（同
）
が
入
賞
し
、
１
年

生
も
上
級
生
に
負
け
な
い
勢
い
で

あ
る
。

準優勝した高木選手
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中
一

学
生
都
主
催
の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
が

６
月
２
日

（水
）
に

行
わ
れ
た
。
今
回
の

活
動
は
外
国
人
留
学

生
支
援
と
し
て
、
本

学
外
国
人
留
学
生
の

住
む
ア
パ
ー
ト
ヘ
出

向
き
、
生
活
上
の
安

全
指
導
を
行

っ
た
。

ア
パ
ー
ト
ヘ
到
着

し
た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

学
生
は
、
留
学
生
の

部
屋
を
訪
ね
火
災
予

防
と
地
震
対
策
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
最
初
は
互
い
に

緊
張
気
味
で
は
あ

っ
た
が
、
ど
の

よ
う
な
状
況
で
火
事
が
起
こ
り
や

す
い
の
か
、
火
事
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気

を
つ
け
る
と
良
い
か
の
説
明
に
、

留
写
生
墜
Ｈ剣
に
聞
き
入
っ
て
い

た

。母
国
を
離
れ
本
学
で
学
ぶ
留
学

生
が
、
安
全
に
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
、
学
生

の
手
で
サ

ポ
ー
ト
で
き
た
１
日
で
あ
っ
た
。

「こんにちは」留学生のアパートにて自己紹介

「火事の原因は…」ボランティア学生(左 )が留学生(右 )1こ語りかける 火災防止と地震対策を通して日中友好

宝
ギ
教
育
を
重
視
す
る
本
学
で

は
、
法
学
部
、
経
営
学
部
在
籍
の

学
生
が
取
得
し
た
資
格
に
対
し
奨

励
金
を
給
付
し
て
い
る
。

本
制
度
は
本
学
が
指
定
す
る
資

格
の
難
易
度
に
よ
り
、
Ａ

・
Ｂ

・

Ｃ
の
３
ラ
ン
ク
を
設
定
し
そ
れ
ぞ

れ
Ю
万
円

・
５
万
円

。
３
万
円
の

奨
学
金
を
給
付
す
る
。
申
請
期
間

を
年
間
４
回
設
け
、
１
年
生
に
限

っ
て
は
高
校
時
代
に
取
得
し
た
資

格
も
申
請
対
象
と
し
て
い
る
ｃ

△
と
生
度
１
回
目
の
申
請
が
４
月

に
行
わ
れ
、
５‐
名
６９
件
の
申
請
が

受
理
さ
れ
た
。
主
な
取
得
資
格
は

縛
記
実
務
検
定
、
ワ
ー
プ
ロ
実
務

検
定
、
Ｍ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
検
定
で
あ
っ
た

今
回
は
申
請
者
の
う
ち
１
年
生
が

約
２。
名
で
あ
る
た
め
、
高
校
時
代

の
取
得
申
請
が
多
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

学
科
に
即
し
た
資
格
、
就
職
に

雀

立
つ
資
格
、
自
分
の
皿
祭

が
あ

る
査
格
等
々
、
同
制
度
を
通
し
て

資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
学

生
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。

※
第
１
回
資
格
取
得
申
請
状
況
は

表
の
と
お
り

2004年 度 第 1回資格取得申請状況

ヽ`

♯

ざ

‖

、、ヽ`

と`■

工

■

ヽ

卜 ｀

ヽ

ヽ` ざヽ

ヽ`

ドヽ t叶

主催者 資格名 ランク 取得人数

(財 )日本英語検定協会 実用英語技能検定 準2級 C ]

日本中国検定協会 中国語検定 4級 C ]

(財 )国際ビジネスコミュニケーション協会 TOEIC 495点 C ]

日本商工会議所 簿記検定 (日商) 2級 B 2

(財 )全国商業高等学校協会 簿記実務検定 (全商)
]級 B 6

2級 C 3

(社 )全国経理学校協会 簿記能力検定 (全経) ]級 (1科目) C 1

日本商工会議所 小売商 (販売士)検定 3級 C 2

(財 )専4多学校教育振興会 ビジネス能力検定(B検 ) 3級 C 3

(財 )日本漢字能力検定協会 漢字能力検定 2級 C 4

日本商工会議所 日本語文書処l里 (ワープロ)技能検定 3級 C 2

(財 )日本医療教育財団 医療事務技能審査委員会 医療事務技能者 2級 C 1

(財 )全国商業高等学校協会 ワープロ実務検定
1級 B 2

2級 C 4

(財 )日本情報処理P汗弓発協会 初級システムアドミニストレータ C ]

(財 )全国商業高等学校協会 情報処理検定 (全商) 2級 C 3

(財 )画像情報教育振興協会 画l象処理検定 3級 C ]

(財 )画像情報教育振興協会 マルチメディア検定 3級 C ]

全国工業高等学校長協会 情報技術検定 2級 C 3

マイクロソフト MOUS運営事務局 MOUS検定

Exce12000

C

1

Exce12002 2

Word2002 2

働全国商業高等学校協会 コンピュータ利用技術検定
1級 B 1

2級 C ]

国 行政書士 A 1

働日本国際教育協会 日本語能力試験
]級 B 16

2級 C 3
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・欲しい情報を素早く,GETI
.T杉島ゼミーー

法
学
部
杉
島
正
秋
教
授
の
ゼ
ミ

生

（法
学
部
２
年
生
以
上
）
が
、

図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
行

っ
た
。

５
号
館
パ
ソ
コ
ン
３
教
室
に
集

ま
つ
た
・５
名
は
、
杉
島
教
授
と
図

書
館
事
務
職
員
の
指
導
の
も
と
、

本
学
図
書
館
所
歳
図
書
、
文
献
、

新
聞
記
事
及
び
日
本
の
判
例
の
検

索
方
法
を
学
ん
だ
。

検
索
方
法
に
従
い
、
キ
ー
ワ
ー

ド
を
入
力
す
る
と
情
報
が
多
す
ぎ

て
あ
た
ふ
た
す
る
ゼ
ミ
生
。
情
報

を
探
す
コ
ツ
を
教
授
に
教
わ
り
、

自
分
の
欲
し
い
も
の
だ
け
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

判
例
検
索
は
過
去
の
裁
判
事
件

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
大
学
院自分の興味のある情報をカチカチッと検索

H叉入の部 支出の部

学 生 生 徒 等 ヤ内付 金

手   数   料
寄    付    金
楠    助    金
資 産 運 用 収 入

資 産 売 郡 差 額

事   業   H叉   入
医   療   収   入
雑       H又       入

5 892,372.080

43 958 201

32,257,878

248 145 612

2 661 607.087

2,]41 219 625

]B7 705.002

7 564 618 297

]52.517 778

人    件    費
教 育 研 究 経 費

管 理 経 費

資 産 処 分 差 額

徴収不能引当金繰入頴

1致  収  不  能  頷

6 685 743 835

6 015,306 302

759 902 802

188 584 19]

7.803 382

21 536 880

帰 属 肢 入 の 部 合 計  ]81924,393、 420

7,7B3,576 353基 本 金 組 入 額

消 費 収 入 の 部 合 計  H,]40,817067 消 費 支 出 の 部 合 計   ヨ9.678.877.392
当年度 消費収 入超過頷  △ 2538060.325
三年度繰越消費収入超過頷   61585241107
翌年度繰たよ売消費収入超過?I¬    59,047.180,782

生
の
利
用
も
多
い
。
ゼ
ミ
生
は
自

分
の
興
味
が
あ
る
裁
判
分
野
や
、

知
っ
て
い
る
過
去
の
事
件
等
を
検

索
し
興
味
深
げ
で
あ
っ
た
。

月
１
日
付
〉
北
井
則
行

（歯
学
部

教
授
）
拿
務
砂

退
職

〈
３
月
３．
日
付
〉
竹
内
ま
ふ

み

（学
事
部
学
生
厚
生
課
Ｘ

５
月

３．
日
付
〉
坪
井
珠
貴

（学
事
部
学

事
課
）

採
用

〈
４
月

１
日
付
〉
坂
共
恵

（総
務
部
総
務
課
）
〈
６
月
１
日

付
〉
臼
井
満

（学
事
都
就
職

・
課

外
活
動
支
援
課
）
〈
７
月
１
日
付
〉

弓
場
明
美

（附
属
村
上
一記
念
病
院

事
務
部
医
事

一
課
）

金
療
υ

附
属
村
上
記
念
病
院

退
職

〈
３
月
３．
日
付
〉
小
林
洋
子

今看
護
師
）
〈
５
月
３．
日
付
〉
伊
藤

千
恵

今石
護
師
）
前
嶋
容
妃

（准

・工

・〕人
事
消
息

会
育
砂

退
職
〈３
月
３．
日
付
堂
二輪
美
津

■ 第33期決算報告書 (2003年 度)■
消費収支計算書

賞借対照表

平
成
１６
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て

本
学
名
誉
教
授
藤
本
芳
成
氏
が
、

教
育
研
究
功
労
に
よ
り
瑞
宝
中
綬

音
を

≧
日十し
た
。産

釜

磁

魯
は
、大

正
１５
年
生
ま
れ

（７８
歳
）、
専
門
は

歯
科
放
射
線
学
、
在
職
中
に
は
附

一垣
加
院
長
、
図
書
館
長
を
務
め
た

留

奪
母
十
部
助
手
Ｘ
４
月
３。
日
付
〉

蜜
島
健
、
砕
等
中賞
百
野
甜
望
↓

採
用

〈
６
月
１
日
付
〉
阿
部
竹
松

（大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
妾
７

一右
護
師
Ｘ

６
月
３。
日
付
〉
河
合
紀

子

（薬
剤
師
）

採
用

〈
６
月
１
日
付
〉
員
鍋
美
穂

今言
護
師
）
樋
田
陽
子

（楽
剤
師
）

学
事
部
就
職

・
課
外
活
動
支
援

課
　
】逐
藤
王呈
口殿
は
、
３
月
２２
日

病
気
に
よ
り
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

H又入の部 支出の部

生生徒等キぬ付金収 入学

手

寄

楠

奮
曽

⌒
事

医

雑

前

そ

5 892

43

23

248

2 66i

15 957

187

7.564

152

],]27

3.722

2 554

]2.827

872 000

950 201

941 000

145 612

607 087

092 780

706 002

618.237

5,7 778

683 000

473.529

332,758

771 911

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

収

収

収

収

収

支

又

　

収

収

翔

い

蜂

抄

柳

『

弾

収

幸

中

資 金 1反 入 調 整 勘 定 △

前 年 度 繰 越 支 払 資 金

6.679

5,016

747

2ρ4

5]9

15,495

1 315

△  925

23,782

支
筆
支
支
支
支
支

警
｛
経

費

係

係

用

の

究

経

関

関

運

他

作
訓
理
設
備
産
の

人

教

管

施

設

奮
⌒
そ

出

農

出

出

出

出

出

定

855

154

163

943

998

43]

180

590

317

787

628

782

5⊇ 2

652

6フ 9

202

504

73]

資 金 支 出 。暦1整 勘

次 年 度 線 越 支 払 資 金

52.855,455 379J~文入の部合計 支出の部合計 52 855,455,379

資産の部 負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部

固定資産 89,211 879.483 固定負債 3,969,983 758

有形固定資 l登 25,031 268 730 退職給与引当金

長期借入金

3,969,983 758

0土地

建物

構築物

ヨ女研機器

その他機器

図詈

その他

10.フ42,025 70]

9,204 012 ]38

436 566 813

i1647.556 807

77,747,449

2,880 009 6]3

43 359 209

流動負債 2.080 549 939

未払金

前受金

短期信入金

預 り金

858、 412 430

127.683 000

0

94,454 509

基本金 49,286 81B 438

その他固定資産 64.180 610 703 第 ]号基本金

第 2号基本金

第 3号基本金

第 4号基本金

37.846.318 438

1.418,000 000

0 022 500 000

].000 000 000

有価証券

収益事業元入傘

第 2号基本金引当資産

第 3号基本金引当資産

退職結与引当指定資産

その他

44,948 655,917

4,690 008,71フ

1,418 000 000

9,022 500 000

3.969 983 758

E91.462.311

消費 H又支差額 59 047 ]80 782

翌年度察越消費収入超過額  59,047.180782

流動資産 25 172.653.484

現金 預金
未収入金

その他

23 732,317.731

1 233.18とつ,776

157 152.977

資産の部合計 ユ14 384 532 917 負債
の部、基本金の部及び

消費収支差額の部合計
]i4,384 532 917

2004年度朝日大学公開講座

メインテーマ :『笑いと生きがい』

開催 日i9月 11日 (土 )、 9月 18日 (土 )

会  場 :瑞穂市総合センター大ホール
(サンシャインホール)

対 象 者 :年齢 性別を問いません
定  員 i1200名

受 講 料 :無料

申込方法 ilよがき

申込期間 :8月 17日 傲)～ 8月 28日 l土 )

占簡L7Jil‖=贈掛 馴 帝開郎laロヨ印附呂枠日

“
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